
2021-22年度 三浦 一 会長 テーマ
「創立５０年を迎えて もっと奉仕をして

さらに成長しよう」

D.2520RotaryClub 
Of Sendai Izumi
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【会務報告】菊地幸二幹事

2022.４.27（木）D.2520仙台泉ロータリークラブ第2445回例会

<地区会員の職業分類データベース化について会員名簿収集のお願い拝受>

RI第2520地区 職業大・中分類（案） （参考資料・RI２６８０地区職業分類表）

<ローターアクト情報更新についてのお知らせ 拝受> 提唱RCの役員・事務局は2022ー23年度中に
情報更新ができなくなりますので、RAC会員役員で情報登録をしていただくことになります

●第２５２０地区ガバナー事務所様より

RI第2520地区 職業分類データ記入シート

●100%出席表彰(対象期間 2020.4月~202２.3月)       三浦 一 会員(連続６回目 2013年4月入会)  

■ガバナー特別賞 ＜青少年奉仕 新規ローターアクトクラブ設立＞
＜社会奉仕 大根の種まき・収穫を通じた社会奉仕事業＞

●4月お誕生祝い 斎藤文雄会員 佐藤 浩会員 中嶋 均会員 石井慎也会員 金子和也会員

●5月結婚記念祝い 三浦宏喜会員 嶺岸健二会員 中嶋均会員 中村昭会員 須藤泰会員 梅津晋一会員

▲30年１００％出席会員
鷲尾 光男会員

三浦 一会長 各表彰、お誕生日月、結婚記念月の皆様おめでとうございます。コロナの収束ももう少しと願い
お気をつけてお過ごしください。

菅原裕典会員 国際協議会が無事終了いたしました。
以下同意文にて 金子・鎌田（善）・菊地・中村・長山・前田・本木各会員 今回19,000円 今年度累計 982,000円

菊地・小池・沢崎・髙橋渉・時・中嶋・三浦一・本木 今回8,000円 今年度累計 1,287,000円

会報担当 佐々木慎太郎会員 発行日 2022.6.8
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米山記念奨学会積立寄付積み立て

▲米山功労者（メジャードナー）須藤 泰
▲米山功労者（マルチプル） 萱場 久美

※対象期間2021・3・1～2021・6・30

▲長寿・慶寿会員賞
（傘寿 ）須藤 泰会員

【第2520地区 地区大会表彰の発表と記念品授与】

【乾杯の挨拶】 【100％出席表彰】 【お誕生月祝い】 【ご結婚記念月祝い】

【米山記念奨学会表彰】 鷲尾光男会員 米山功労者第4回マルチプル

■ガバナー賞
▲新入会員3名以上増強 菅原裕典会員 （増強人数3名）
▲RLI研修参加についての表彰 仙台泉ロータリークラブ
▲「MY ROTARY」アカウント登録を推進したクラブ ・仙台泉ロータリークラブ

■米山記念奨学会寄付表彰

▲寄付金総額上位５クラブ（2020.7.1～2021.6.30）
・第4位仙台泉ロータリークラブ
▲個人平均寄付額上位5クラブ
・第5位仙台泉ロータリークラブ

■個人に対する表彰

SAA    三浦宏喜 会員

30年100％出席表彰

米山記念奨学会表彰



• 2022/05/28（土） 地区大会 会長幹事会、懇親会 ANAクラウンプラザホテル広島

• 2022/05/29（日） 地区大会 記念ゴルフ大会 広島カンツリー俱楽部八本松コース

D.2520パストガバナー/2021⁻22RI研修リーダー 菅原裕典氏
シェカール・メータＲＩ会長代理とし

第2710地区（広島・山口）地区大会に参加

新型コロナウイルス流行のため過去2年間にはバーチャルで行われましたが、今大会は
「新たな地平線を発見しよう」を合言葉にジョージ B. ブラウン・コンベンションセンターで
面式で開催されると同時に、オンラインでも多くの人が参加しています。国際大会は、世界中
から会員が集まって学びあい、異なる文化や視点を分かちあい、新たな友情を築く機会とな
ります。
分科会では、リーダーシップスキルを磨き、プロジェクトや会員増強のための新しいアイ

デアやインスピレーションを得ることができます。分科会でのディスカッションでは、
多様性の促進若いリーダーの参加促進、持続可能なプロジェクトの立案といったトピックが
扱われます。現在、菅原裕典パストガバナーがこの大会に参加しております。
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国際大会プログラムが以下のURLより閲覧可能です。

2022年ロータリー国際大会
6/4～6/8 ヒューストン（米国テキサス州）で開催

2023年 メルボルン（オーストラリア） 5月27～31日
2024年 シンガポール 6月8～12日
2025年 カルガリー（カナダ） 6月21～25日
日程と会場の承認後大会の行事と場所は暫定的であり、変更の可能性があります。

今後の国際大会の予定

発行日 2022.6.8
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